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平成平成平成平成 25252525 年年年年 3333 月期月期月期月期第第第第 2222 四半期四半期四半期四半期（（（（累計累計累計累計））））連結業績予想連結業績予想連結業績予想連結業績予想ととととのののの差異差異差異差異    
及及及及びびびび通期連結業績予想通期連結業績予想通期連結業績予想通期連結業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    

 
平成 24 年 7 月 26 日に公表した平成 25 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想との差異及び通期連結業績

予想の修正について、下記の通りお知らせいたします。  

 

記 

 

１．平成 25 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想との差異（平成 24 年 4 月 1 日～平成 24 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 233,000 1,400 2,000 3,200 16.48 

第 2 四半期実績値(B) 236,185 2,162 2,762 3,004 15.47 

増減額(B-A) 3,185 762 762 △196    

増減率(%) 1.4 54.4 38.1 △6.1  

（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 24 年 3 月期第 2 四半期） 
236,382 3,660 3,840 △1,237 △6.60 

 
 
２．業績予想との差異が生じた理由 

 平成 25 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間の業績は、主力の百貨店事業において、阪急うめだ本店を中心に売上高が 7 月 26

日の前回発表予想を上回った結果、連結営業利益および経常利益においても前回発表予想を上回りました。一方、連結四半期

純利益は、本年 11 月に予定している阪急百貨店イングス館の閉店に伴う費用を特別損失に計上したことから、ほぼ発表予想通

りとなりました。 

 
 
３．平成 25 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 533,000 11,000 11,500 6,200 31.93 

今回修正予想(B) 535,000 11,000 11,500 6,200 31.93 

増減額(B-A) 2,000 ― ― ―  

増減率(%) 0.4 ― ― ―  

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年 3 月期） 
505,588 9,957 10,309 1,057 5.74 

 
 
４．業績予想の修正の理由 

平成 25 年 3 月期通期連結業績予想につきましては、第 2 四半期の業績結果を踏まえ、売上高を 535,000 百万円に修正いたし

ます。なお、営業利益、経常利益、当期純利益につきましては、本年 7 月 26 日の第 1 四半期決算発表時の業績予想に変更はあ

りません。 

以 上 


